
 1 

第１７回日本輸血・細胞治療学会秋季シンポジウムでの参加単位付与について 

 

１． 会員データベースの参加実績登録について 

（１）参加実績登録の日時と場所 

9 月 21 日と 22 日に本シンポジウム受付(福岡国際会議場 5 階)で学会会

員証の提示して頂くことにより会員データベースに本シンポジウムの

参加実績を登録できます。 

（２）会員証を忘れた場合 

会員証を忘れた場合、会員データベースにご自身で参加実績登録を帰宅

後にしていただく専用パスワード葉書をお渡しいたします。 

（３）参加実績登録の扱い 

この会員データベースの参加実績は、認定医制度や認定輸血検査技師制

度等の参加証明に活用する予定ですが、運用の詳細については各認定制

度からアナウンスがある予定です。詳細が決まるまでは、参加証（ネー

ムカード）を厳重に保管してください。参加証を紛失されても再発行は

できませんので、ご注意願います。 

 

２． 日本輸血・細胞治療学会認定医の更新資格審査基準単位 

（１）第１７回日本輸血・細胞治療学会秋季シンポジウム 

申請をされる際は、本シンポジウムの参加証（ネ－ムカ－ド）提出によ

り５単位が付与される予定です。 

（２）第３４回日本血液事業学会総会 

申請をされる際は、本総会の参加証（ネ－ムカ－ド）提出により５単位

が付与される予定です。 

（３）平成２２年度全国大学病院輸血部会議 

本会議の参加では、基準単位の付与はありません。 

（４）秋季シンポジウムと血液事業学会 

第１７回日本輸血・細胞治療学会秋季シンポジウムと第３４回日本血液

事業学会両方の参加証（ネ－ムカ－ド）提出では、同時開催ですので、

片方のみの 5 単位が付与される予定です。 

 

３． 認定輸血検査技師の基準単位 

（１）第１７回日本輸血・細胞治療学会秋季シンポジウム 

申請をされる際は、本シンポジウムの参加証（ネ－ムカ－ド）提出によ

り１０単位が付与される予定です。 

（２）第３４回日本血液事業学会総会 
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申請をされる際は、本総会の参加証（ネ－ムカ－ド）提出により 

８単位が付与される予定です。 

（３）平成２２年度全国大学病院輸血部会議 

本会議の参加によって、基準単位の付与はありません。 

（４）秋季シンポジウムと血液事業学会 

第１７回日本輸血・細胞治療学会秋季シンポジウムと第３４回日本血液

事業学会両方の参加証（ネ－ムカ－ド）提出では、同時開催ですので、

秋季シンポジウム参加のみの１０単位が付与される予定です。 

 

４． 認定輸血検査技師更新のための講座 

第１７回日本輸血・細胞治療学会秋季シンポジウム開催に関連した「認

定輸血検査技師更新のための講座」は、以下に示します翌日の血液事業

学会「ワークショップ（6）検査の向上を目指して」を指定します。入場

は、秋季シンポジウムの参加証（ネ－ムカ－ド）で可能です。 

本講座の参加証明書は、第１７回日本輸血・細胞治療学会秋季シンポ

ジウム参加証（ネ－ムカ－ド）の提示を必要とし、講座修了後に会場出

口で従来の参加証明書と会員データベースにご自身で参加実績登録を帰

宅後にしていただく専用パスワード葉書をお渡しいたします。 

 

第 34 回日本血液事業学会総会：9 月 23 日（木） 

9：00～11：00 福岡国際会議場 5 階 501 

ワークショップ（6）検査の向上を目指して 

座長：佐藤進一郎（北海道赤十字血液センター） 

座長：内川誠（東京都赤十字血液センター） 

①血液型関連試薬の統一による検査の向上 

大橋恒（北海道赤十字血液センター） 

②血液型：DNAtyping 

内川誠（東京都赤十字血液センター） 

③血液型：Rh 判定の問題点 

菊地正輝（宮城県赤十字血液センター） 

④HLA と HPA 

永吉裕二（日本赤十字社九州血液センター） 

⑤輸血副作用の新しい検査法 

平山文也（大阪府赤十字血液センター） 


